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論 文 要 旨       

 

所属ゼミ  清水勝彦 研究会 氏名 池田 颯 

（論文題名） 

 

若手ベンチャーキャピタリストに価値はあるか 

 

（内容の要旨） 

本稿では若手ベンチャーキャピタリストの価値について若手ベンチャーキャピタリストと若手

ベンチャーキャピタリストから出資を受けている起業家（CEO）の双方からインタビューを行い

明らかにする。 

 

近年、日本では若手ベンチャーキャピタリストが増加しており、新卒でベンチャーキャピタリ

ストになる例も増加している。これは海外ではあまり例がない。一般的にベンチャーキャピタ

リストは年齢が高く経験があるほうがベンチャーキャピタリストとしての価値が高いとされて

きた。そして、若手ベンチャーキャピタリストの価値は起業前後の優秀な若者（大学の同級生

など）を安い労働力で見つけるソーシングのみに限ると言われてきた。しかしシード期のソー

シング活動以外にも若手ベンチャーキャピタリストに価値があるのではないかと考え研究を進

めた。 

 

若手ベンチャーキャピタリスト（20代、20代若手CEOの会社に1社以上に出資をしている、投資

総額1億円以上、直属の上司がパートナーもしくは本人がパートナー）と若手ベンチャーキャピ

タリストから出資を受けている起業家（企業価値2億円以上、2社以上から出資を受けている）

の双方からインタビューを行った。その結果、ベンチャーキャピタリストのハンズオンの価値

である（「戦略立案」「精神的支援」「ファイナンス」「人材支援」「経営管理」）（長谷川2

004）における精神的支援についてと顕在化していない課題やプライベートな話題を相談する際

に若手起業家と若手ベンチャーキャピタリストの組み合わせ時は価値が高い可能性があること

が示唆された。 

起業家は自信があり、事業を進めるためにはどんなアドバイスも受け入れ、年齢も関係ないと

いうスタンスであることが多い。実際には、起業家は自信（有能感）があり、事業を進めるた

めにはどんなアドバイスも受け入れられるわけではない可能性があるため、全てを曝け出さず

に自分を守りながら相談できる範囲でアドバイスを求めている可能性がある。そのため若手起

業家にとってシニアベンチャーキャピタリストと異なる信頼（報酬期待ではなく対等な関係）

で結ばれた年齢が近いベンチャーキャピタリストの方が相談しやすい。近年起業家のメンタル

ヘルスについての注目度が上がっているが抜本的な解決策は見つかっていない。これらの問題

の一つの解決策に若手ベンチャーキャピタリストが挙げられる可能性がある。 

 

この結果と示唆を踏まえ若手起業家がベンチャーキャピタリストから調達を受ける際のVCポー

トフォリオの組み方として従来のVCポートフォリオに加えて精神的支援(顕在化していない課題

を相談可能で、リターンを前提にしない信頼関係に基づいたパートナーシップ)の定義をより広

げた形のポートフォリオの組み方を提案する。 


